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は じ め に 

 

 近年の地域福祉を取り巻く状況は、大きく変化してきており、平成２０年３月には、

厚生労働省が設置した「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」において、「地

域における『新たな支え合い』を求めて―住民と行政の協働による新しい福祉－」がま

とめられ、平成２２年８月には、全国各地で発生したいわゆる高齢者の所在不明問題を

受け、住民参加のもと、地域住民が安心して生活できる地域づくりのための計画を策定

することが求められています。 

こうした状況を踏まえながら、この度の「墨田区地域福祉計画」を策定いたしました。 

この計画は、墨田区基本構想によって示された協治（ガバナンス）の考え方に基づき、

区民の皆様と区との協働による地域福祉の推進を目指して、平成２３年度から１０年間

の地域福祉推進の指針を示すものです。 

 計画の中では、区民、地域の関係団体・機関の皆様と区が力をあわせて本計画を推進

する上での基本となる考え方として、「個人の尊厳を守る」「共に生きる地域をつくる」

「協治（ガバナンス）を実行する」という基本理念を掲げています。 

また、総務省が行った「生涯学習に関する世論調査」の結果から、ボランティア活動

に参加してみたいと考えている人は６割を超えている一方で、きっかけがないために、

実際には活動に参加していない人が多いと言われている状況を踏まえ、本計画ではボラ

ンティア活動のさらなる促進に向けた施策を多く取り入れています。 

計画の策定にあたりましては、福祉関連の各分野で活躍されている方々で組織する

「墨田区地域福祉計画推進協議会」で検討を重ねるとともに、区民参加のワークショッ

プ等を開催し、多くの皆様のご参加を得て、精力的にご議論いただきました。 

 今後、区民の皆様が地域で支えあいながら、いきいきと暮らせますよう、区民の皆様

や地域の関係団体・機関の皆様のご協力を得ながら、本計画の着実な推進を図ってまい

りますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 平成２３年３月 

 

墨田区長 山 﨑  昇 

 





 

墨田区地域福祉計画に寄せて 

 

「地域福祉」は古くて、新しい福祉の考え方です。しかも地域に対する夢と希望、理

想をも含んでいます。「地域」が今の時代の福祉の考え方の基本になりました。その目

指す所は、分野を超えた課題を解決するための協働であり、専門機関や行政機関内部の

連携はもとより、町会、自治会、あらゆる民間の団体、個人の参加を得て福祉を進める

というものです。協治（ガバナンス）の、福祉分野における具体的な取り組みといえま

す。 

計画策定はかなりハードルの高いものでした。策定には三つの難しさがありました。

①カバーする分野が広いこと、②地域福祉計画に児童・高齢・障害者など各分野の福祉

を推進する共通基盤の計画としての実質を持たせること、③各分野の対象からはずれた

新しく困難な課題を対象とすること、です。そのため計画の策定には、未経験、検討不

十分、未知の部分と取り組むことが求められました。そうした中で、この計画が目指し

たものは、あらゆる福祉課題を視野に入れること、協働することによる問題解決の理念

と方法を提示すること、各分野の行動計画の指針となる内容を示すことでした。 

広い視野を得るには、各分野に精通した人の目が合わさることが必要です。計画策定

にあたっては、種々の会合が持たれましたが、民にも官にも人材に恵まれたと思います。

その方々の協力姿勢、墨田区住人への責任感と愛着には教えられること大でした。 

策定して終わりではなく、書かれたものを実践し、修正し次の計画策定までの道を歩

むことが必要です。昨今、新しい公共ということが言われています。「新しい公」を作

り出すために、役所も住民も変わってゆくことが求められます。役所は縦割りによる合

理性追求からさらに進歩した、包括的要素を各部門が持ち合う、そうした仕組みへの変

化が求められます。民間に求められることは、行政サービスに頼りすぎず、自ら愛する

家族と友人が暮らす近隣の福祉のために、あらゆる機関、団体、個人と協働してゆくこ

とです。合意形成のための努力と経験の積み重ねをしてゆくことです。ボランタリズム

から発した人々、団体の協働が行われる墨田区の福祉を次世代に伝えてゆきたいと思い

ます。 

 

 平成２３年３月 

 

      墨田区地域福祉計画推進協議会会長  野 原  健 治 
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計画策定の背景と目的 
 

墨田区は昔から下町らしい人情のあふれたまちとして、隣近所での相互扶助が日常的

に行われてきたまちです。また、家族や親族で支える中小企業が多いことから、家族・

親族間のつながりも強く、互いに助けあってきたまちです。しかしながら、経済構造の

変化、人々の活動範囲の広域化、高層住宅や新しい住民の増加等の中で、そうした助け

あい、支えあう地域や家族のきずなが、墨田区においても徐々に希薄になり、家族や地

域コミュニティは大きく様変わりしてきています。 

そのため、少子高齢化や世帯の核家族化・単身化が急激に進行する中で、墨田区にお

いても、高齢者の孤立死や子どもの虐待をはじめ、さまざまな問題が多くなってきてい

ます。 

こうした地域の諸問題の解決や防止には、区が各種の福祉保健の施策や施設の充実を

図っていくとともに、区民、地域団体、社会福祉法人等の地域に存在する多様な主体が、

区とともに、お互いに連携・協力して、行動していくことが必要です。 

本計画は、区が平成 12 年度に行った「すみだ やさしいまち」宣言に基づき、人と

人のふれあいを大切にしてお互いを支えあう「人にやさしいまち」の実現をめざして、

協治（ガバナンス）の考え方に基づき家族や地域社会のきずなの再生や孤立死・虐待な

どが発生しない福祉のまちづくりを進めていく、今後 10 年間の墨田区の地域福祉の方

向を示すものです。 

 

 

地域福祉・地域福祉計画とは？ 
 

地域に暮らす人々のニーズが多様化・複雑化する中、公的サービスだけでは対応する

ことが難しい課題や、制度をまたがる複合的な課題、制度の谷間になっている課題など

が生じています。 

こうした課題を解決するためには、地域の人と人とのつながりが欠かせません。地域

で暮らす住民同士の支えあい・助けあいを推進するとともに、地域に存在する多様な主

体が連携・協働することにより、子どもから高齢者まで、障害のある人もない人も、区

民の誰もが自分らしく、安心して暮らし続けることのできる地域をつくっていくこと、

それが「地域福祉」です。 

｢地域福祉計画｣は、地域のさまざまな課題の解決にむけて、地域福祉を推進するため

のしくみをつくる計画です。区民、地域の関係団体・機関、区が、それぞれの役割の中

で、お互いを「知り」、お互いが「つながり」つつ、ともに「行動する」ための方策に

ついて、方向性を示していきます。 
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計画の性格と位置づけ 
 

本計画は、次の（1）から（3）の性格と

位置づけをもつ計画として策定します。 

（1）区民、地域の関係団体・機関、区が

それぞれの役割を明確に認識し、互いに

協働しながら地域福祉を推進するため

の基本指針を示す計画 

（2）墨田区における福祉分野の部門別に

策定している各個別計画の基礎となる

福祉計画であるとともに、これら個別計

画や区民の健康づくり総合計画、及び墨

田区社会福祉協議会の地域福祉活動計

画間を総合調整し、計画相互の有機的連

携を図る計画 

（3）社会福祉法第 107 条の規定に基づく

「市町村地域福祉計画」 

 

 

計画期間 
 

平成 23（2011）年度からの 10 年間、平成 32（2020）年度までを計画期間とします。

このうち、平成 23（2011）年度から平成 27（2015）年度の 5 年間を前期計画期間、平

成 28（2016）年度から平成 32（2020）年度までを後期計画期間とし、前期計画期間が

終了する平成 27（2015）年度までに、計画の見直しを行います。 

 

 

計画の策定体制  
 

本計画は、地域福祉を推進している団体の代表や区民等から構成される「墨田区地域

福祉計画推進協議会」及びその下部組織として設置した「墨田区地域福祉計画推進協議

会計画改定作業部会」における協議・検討を通じて、策定を行いました。 

庁内においては、「墨田区地域福祉計画推進本部」「墨田区地域福祉計画推進本部幹

事会」「墨田区地域福祉計画推進ワーキンググループ」を設置し、関連部署間の連絡調

整等を密にし、全庁をあげた取り組みを進めました。 

墨 田 区 基 本 計 画 

墨 田 区 基 本 構 想 

区
民
の
健
康
づ
く
り
総
合
計
画 

地 域 福 祉 活 動 計 画 

（墨田区社会福祉協議会） 

地 域 福 祉 計 画 

調
整 

次
世
代
育
成
支
援 

行
動
計
画 

障
害
者
行
動
計
画
・ 

障
害
福
祉
計
画 

高
齢
者
福
祉
総
合
計
画
・ 

介
護
保
険
事
業
計
画 

調整 
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 区民参加による計画づくり  
 

本計画は、ワークショップの開催や、拡大作業部会の設置・開催、「墨田区地域福祉

計画 中間のまとめ」の公表とパブリック・コメントの募集などを通じ、実際に地域福

祉を担う区民や地域の関係団体・機関の方の参画を得て、区との協働のもと、計画の策

定を進めました。 

 

 １ ワークショップの開催 
 

墨田区に対する想いを語りあうことを通じて、地

域の課題の解決にむけて区民、関係機関、区がとも

に考えていくきっかけをつくること、新たな地域福

祉計画のコンセプトづくりの参考とすることを目的

として、平成 22 年 6 月 12 日（土）、『地域につい

て語り合おう』と題したワールド・カフェ方式によ

るワークショップを開催しました。 

 

 

 ２ 拡大作業部会の設置・開催 
 

地域福祉について、地域の関係者、区がともに考える場として、平成 22 年 6 月～8

月にかけて、拡大作業部会を開催しました。 

拡大作業部会では、地域福祉にかかわるテーマを 5つ取り上げ、テーマごとに関心の

高い地域の関係者の参加のもと、現状に関する認識の共有や課題解決のために必要な取

り組みなどについての検討を行いました。 

 

 

 ３ 中間のまとめの報告及びワークショップの開催 
 

平成 22 年 11 月にまとめた「墨田区地域福祉計画 

中間のまとめ」について報告し、内容に対する区民の

意見を把握すること、今後の墨田区の地域福祉推進に

ついて考え、意見や情報の交換・交流を図ることを目

的として、平成 22 年 12 月 11 日（土）に、地域福祉

推進ワークショップ『みんな（協治）で考える人にや

さしい福祉のまち』を開催しました。 

１ 

２ 

３ 
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 取り組みの体系図  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

個人の尊厳を 

守る 

協治（ガバナンス） 

を実行する 
共に生きる地域

をつくる 

１ 

区民が安心して 

暮らせる福祉の 

まちをつくる 

（1） 福祉の施策や活動に関する 
情報を伝える★（12ページ） 

（2） 地域福祉に関する学びあいを
推進する★（12ペ ー ジ） 

（3） 地域福祉の担い手を育成・支援
する★（13ページ） 

（4） 地域活動を活性化する（14ページ） 

２ 

区民が安心して利用 

できる福祉サービス 

を提供する 

（1） 日ごろからの地域のつながりを
つくる（15ページ） 

（2） 地域における見守り活動を推進

する★（15ペ ー ジ） 

（3） 地域をつなぐ協働のしくみをつく
る★（16ペ ー ジ） 

４ 

区民が地域で 

支えあい・助けあう

しくみを確立する 

（1） 地域の相談支援体制を充実する
（10ページ） 

（2） 支援が必要な人の権利を守る★
（10ページ） 

（3） 福祉サービスの量と質を確保する
（11ペ ー ジ） 

（4） 生活に困難を抱えている人の
自立を支援する（11ページ） 

３ 

区民の積極的な 

地域活動を進める 

（1） 地域の中で共に生きる意識を 
高める（8ページ） 

（2） 誰もが移動しやすいまちをつく
る（9ページ） 

（3） 要援護者を守る防犯・防災体制
を整備する（9ページ） 

取り組み項目 基本目標 

地域福祉を進める 

担い手づくり 

地域生活を支える 

サービスづくり 

地域社会を育てる 

体制づくり 

基本的視点 

地域生活を支える 

しくみづくり 

★印は、優先的取り組み 
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 計画の推進主体  
 

 

地域福祉を推進していくた

めには、区民、町会・自治会

等、ボランティア・ＮＰＯ、

民生委員・児童委員、福祉施

設（事業者）、企業・商店・

事業所・医療機関、社会福祉

協議会、区それぞれが、地域

福祉の重要な担い手であるこ

とを認識するとともに、その

役割を果たしながら、互いに

連携・協働していくことが重

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 民 

福祉施設 

（事業者） 

ボランティア

・ＮＰＯ 

地域の課題 

の解決 

連携・協働 

区 
社会福祉

協議会 

町会・ 

自治会等 

 

民生委員・

児童委員 

連携・協働 

連携 ・ 協働 連携 ・ 協働 

・ 地域の福祉に関心をもつ 

・ できることから暮らしやすい地域づくりを心がける 

・ 住民主体の活動を促進する 

・ 地域のニーズ・課題を明確にし、その解決にむけた活動・サービス

事業を開発・企画、実施する 

・ 本計画を区と共に推進する 

・ 地域福祉の推進主体間を調整、ネットワーク化する 

・ 取り組んでいる活動の内容を充実する 

・ 地域福祉の各推進主体と連携・協働し、活動を主体的に推進する 

・ 質の高いサービスを提供する 

・ 地域に必要なサービスを創出する 

・ 施策を総合的に推進、公的福祉サービスを適切に運営する 

・ 地域福祉推進のための基盤を整備する 

・ 地域福祉の推進主体間の連携・協働のしくみをつくる 

・ 区の各分野の施策と本計画との整合性を図る 

・ 地域の身近な相談役、地域住民と区等の橋渡し役となる 

・ 住民同士の支えあい・助けあい活動の核として活動を推進する 

区民の役割 

町会・自治会等 

の役割 

ボランティア・ＮＰＯ 

の役割 

民生委員・児童委員 

の役割 

福祉施設（事業者） 

の役割 

企業・商店・事業所・

医療機関の役割 

社会福祉協議会 

の役割 

区の役割 

・ 区民の地域生活を支える活動を推進する 

・ 支援が必要な人や地域の課題を、サービス・支援・活動につなぐ 

・ 仕事を通じて気づいた地域の課題を、専門機関や区等につなぐ 

・ ノウハウや人材を活かして地域福祉活動を推進する 

企業・商店・ 
事業所・ 
医療機関 
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 優先的取り組み 
 

今日、ひきこもり、孤独死、自殺、家庭内の虐待・暴力などの社会的孤立や孤独、そ

して、ホームレス、路上死、外国人とのあつれきなどの社会的な疎外、排除や摩擦の問

題が地域社会において進行しています。 

こうした見えにくい問題を地域の中で見える形とするためには、地域福祉の課題とし

て緊急に取り組むことが求められます。そこで、特に次の取り組みを本計画の優先的な

取り組みとし、区や社会福祉協議会を中心に、重点的に事業や活動の展開を図っていき

ます。 

 

 

１ 地域における見守り活動の推進  
 

地域のさまざまな主体が参加・連携して、多くの区民等が参加できる地域見守り活動

を推進します。 

 

 

２ 福祉教育の推進と地域福祉の担い手の育成・支援 
 

福祉ボランティア活動への参加を促進する福祉教育を推進するとともに、地域福祉活

動を推進する地域人材の育成や支援を強化していきます。 

 

【 主な事業・活動 】 

○ 高齢者みまもり相談室の全区展開 （高齢者福祉課） 

○ 小地域福祉活動実践地区の拡大促進 （社会福祉協議会・厚生課） 

○ 地域福祉施設等の見守り活動 （地域福祉施設、企業・商店・医療機関等） 

【 主な事業・活動 】 

○ 各世代ごとの、段階的・継続的な福祉教育プログラム体系の整備 

（社会福祉協議会、学校・教育委員会） 

○ 地域福祉活動コーディネーターの発掘・育成 （区民、社会福祉協議会） 

○ 社会貢献型後見人（市民後見人）の育成 （社会福祉協議会・厚生課） 

○ 民生委員・児童委員やボランティアグループなどへの支援強化  

（社会福祉協議会・厚生課） 

１ 

２ 
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３ 地域福祉プラットフォームづくり  
 

地域の課題に応じて、地域福祉の担い手や関係者・機関が集まり、課題解決にむけた

情報交換や話しあいを行いながら連携・協働していく場（プラットフォーム）づくりを

推進します。 

 

 

４ 地域福祉活動に関する情報の周知、理解・参加の促進 
 

地域福祉の活動が、広く区民、区内の各地区、諸団体に取り組まれるように、地域福

祉に関する情報の周知、理解・参加の促進を、多様な方法で図っていきます。 

 

 

※（ ）内は主な推進主体 

 

３ 

【 主な事業・活動 】 

○ （仮称）地域福祉・ボランティアフォーラムの開催 （厚生課・社会福祉協議会等） 

○ 地域福祉に関する情報の発信 （厚生課・社会福祉協議会） 

○ 民生委員や社会福祉協議会、地域包括支援センター等相談・支援機関のＰＲ強化 

（区関係各課・社会福祉協議会等） 

４ 

【 主な事業・活動 】 

○ 課題別プラットフォームの形成促進 （課題に応じた関係機関・団体等） 

○ 区内相談機関と地域住民活動との連携強化 

（区関係各課、社会福祉協議会、各相談機関、民生委員・児童委員等） 
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基本目標１ 区民が安心して暮らせる福祉のまちを 

つくる  
 

 

１ 地域の中で共に生きる意識を高める 

（ソーシャル・インクルージョンのまちづくり） 

人それぞれの個性を互いに尊重し、誰もが地域社会の一員として共に支えあう意識を

高める各種の啓発や、交流・支援活動を実施します。 
 

 

 

 

 

＜活動事例 障害者の自主生産品等の共同販売＞ 

区の施設等を使って、障害者が福祉作業所等で自主生

産した品物を販売することにより、障害児・者の社会参

加、就労訓練、生きがいづくりなどを進めるとともに、

協働意識を高めます。 

◆区民、地域団体等：積極的に販売コーナーを訪れ、販

売されているものの購入や販売支援を行うことで、障

害者との交流を深め、誰もが共に生き、社会的自立を

めざしていることへの理解を深めます。 

◆福祉施設（事業者）：積極的に自主生産品の共同販売事業に参加し、交流等を進めます。 

◆区：区の施設を積極的に提供して、販売コーナーの設置等を進めます。 

 

 

 

 

 

◆ 区民 
○ 区や地域団体等が実施する啓発活動やイベントに積極的に参

加し、交流を広げます。 

◆ 地域団体、 

福祉施設（事業者） 

○ 交流活動を自ら実施するとともに、区や他の団体・施設・事業

者が実施する活動にも参加します。 

◆ 区、社会福祉協議会 

○ 人権意識、共生意識を高める事業やさまざまな交流・支援事業

を実施していきます。 

○ 区や地域団体等が実施する啓発活動やイベントに、区民が参加

しやすい体制づくりに努めます。 

１ 
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２ 誰もが移動しやすいまちをつくる 

（ユニバーサルデザインのまちづくり） 

公共施設や民間施設のバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化を推進するとともに、

移動に困難を抱えている人に対して積極的に支援をする地域をつくります。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 要援護者を守る防犯・防災体制を整備する 
 

高齢者や障害者、子どもなどの要援護者が犯罪にあわないよう、また、災害時に救助

されるように、地域の支援体制を整備します。 
 

 

◆ 区民 

○ まちで困っている人をみかけたら声をか

け・手助けをする、自転車は自転車置き

場に止めるなど、誰もが外出しやすい環

境となるよう、できることから取り組み

ます。 

◆ 商店・事業所 

○ 店舗等のバリアフリー整備を行います。

整備ができない場合は、お困りの方に手

を貸すなどの行動を行います。 

◆ 区 

○ 道路や交通機関、公共施設、民間施設の

バリアフリー化、ユニバーサルデザイン

化を推進・支援するとともに、誰もが暮

らしやすい生活環境の整備にむけた区民

の意識啓発やまちのバリアフリー情報の

発信を行っていきます。 

◆ 区民 

○ 町会・自治会で実施している防犯・防災活動に参加します。 

○ 日ごろの取り組みの中から、地域の高齢者や障害者、子どもなどの要

援護者の把握に努め、犯罪の抑制にむけた取り組みを実施するととも

に、災害時には救助等の支援を行います。 

◆ 町会・自治会 

等 

○ 防災訓練や防犯パトロールを実施し、地域住民の参加を促します。 

○ 災害時要援護者サポート隊の結成・活動に努めます。 

○ 住民が参加しやすい体制づくりに努めます。 

◆ 区 
○ 災害時要援護者支援体制の整備や、高齢者や障害者、子どもなどが犯

罪にあわないための支援体制を整備します。 

２ 

３ 
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 基本目標２ 区民が安心して利用できる福祉サービスを

提供する 
 

 

 

１ 地域の相談支援体制を充実する 
 

さまざまな地域の問題について、誰もが利用しやすい相談体制と問題に迅速に対応・

解決するシステムの整備を推進します。 
 

 

 

２ 支援が必要な人の権利を守る 
 

福祉サービスを必要とする区民の権利を守ります。また、適切にサービスが利用でき

る支援体制を整備します。 
 

◆ 区民 
○ 問題について、どこへ、誰に相談すればよいか、地域の相談窓

口や民生委員・児童委員について理解を深めます。 

◆ 民生委員・児童委員 

○ 地域の相談支援機関や民生委員・児童委員等の活動を周知します。 

○ 地域で支援を必要としている人を相談支援機関に速やかにつな

ぎます。 

◆ 福祉施設（事業者）、

社会福祉協議会 

○ 相談機関における相談機能の充実を図ります。 

○ 地域の関係機関間の連携や職員の資質向上を図り、多様な地域

の課題に迅速に対応・解決にあたります。 

◆ 区 ○ 区民が利用しやすい、総合的な福祉相談窓口体制を整備します。 

◆ 区民 

○ 認知症高齢者や知的障害、精神障

害などにより判断能力が不十分な

人の権利を守る、成年後見制度に

ついての理解を深めます。 

◆ 民生委員・児童委員、

福祉施設（事業者） 

○ 判断能力が不十分な人を必要な支

援につなぎます。 

◆ 社会福祉協議会 

○ 福祉サービスの利用支援「地域福祉権利擁護事業」や身体・知

的・精神の障害により、自分で財産の保全が困難である方など

の「財産保全サービス」、「成年後見制度利用支援事業」、福

祉サービス利用に関する「苦情対応」などの支援を総合的・一

体的に行います。 

◆ 区 
○ 区民の権利が守られるよう、適切な政策を立て、各主体者の活

動の支援等に努めます。 

１ 

２ 
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３ 福祉サービスの量と質を確保する 
 

福祉サービスの利用者がサービスを適切に選択できるよう、サービスの質と量を確保

し、適切に選択・利用できるようにします。 
 

 
 

＜活動事例 ミニサポート事業＞ 

高齢者や障害者が地域で自立した生活を続けられるよう、日常生

活でのちょっとした困りごとに、地域の協力員が訪問して対応する

サービスです。 

電球や蛍光灯の交換、ブレーカー落ちの復旧、小さな家具の移動、

季節の衣替え、体調を崩した時の近所への買い物、火災警報器の取

付けや入退院時の荷物の介助などの困りごとをお手伝いしています。利用者からは「部屋が明

るくなって嬉しかった」「重い家具が動かせて助かった」と喜ばれています。 

 

 

４ 生活に困難を抱えている人の自立を支援する 
 
地域のあらゆる社会資源を活用し、生活困窮者を支援します。 
 

◆ 区民 ○ 地域の課題を解決するための活動に協力・参加します。 

◆ 地域団体 
○ 得意分野を活かし、区との協働のもと、地域のニーズや課題に対応した

活動・サービス提供を推進します。 

◆ 福祉施設 

（事業者） 

○ 専門性を発揮して、質の高い福祉サービス事業を提供します。 

○ 区との協働のもと、地域のニーズや課題に対応した活動・サービス提供

を推進します。 

○ サービスの担い手の研修や活動・サービスに対する評価を通じて、活動・

サービスの質の確保に取り組みます。 

◆ 社会福祉 

協議会 

○ 地域のニーズや課題に対し、住民参加によるサービス提供を推進します。 

○ 地域の課題を解決するために必要な新たな活動やサービスの研究・開発

に取り組みます。 

◆ 区 
○ 福祉サービスが適切に選択・利用できるように、サービスの質と量の確

保及び適切に選択できるシステムの整備に努めます。 

◆ 区民 

○ 区民一人ひとりが、自立した生活を継続できるよう努力するととも

に、家族や近隣の人々を見守り・支援し、お互いに助けあって生活

していきます。 

◆ 地域団体、福祉

施設（事業者） 

○ 生活困窮者が自立した地域生活に戻れるよう、もしくは続けられる

よう支援します。 

◆ 区、社会福祉協

議会 

○ 生活に困窮している区民への生活相談を実施し、生活保護や貸付等、

必要とする支援を実施していきます。 

３ 

４ 
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基本目標３ 区民の積極的な地域活動を進める 
 

 

  

１ 福祉の施策や活動に関する情報を伝える 
 

地域福祉に関する施策や活動についての情報が、その情報を必要とする人や、それを

知れば活動に参加したいと考えている人に届くよう、各主体が多様な手段で伝達に努め

ます。 
 

 

 

２ 地域福祉に関する学びあいを推進する 
 

地域、企業、社会福祉協議会、教育委員会などの各主体が連携を図り、子どもから高

齢者までの各世代において、さまざまなテーマで福祉教育を推進し、区民の地域福祉へ

の理解・関心とボランティア活動などへの参加を促進していきます。 
 

 
 

◆ 区民 

○ 地域福祉に関する施策や活動につい

ての情報を積極的に入手し、地域福祉

についての理解を深めます。 

◆ 地域団体、福祉

施設（事業者）、 

社会福祉協議会 

○ 自身がもつ情報発信手段を活用して、

地域福祉に関する施策や地域活動に

ついての周知活動を推進します。 

◆ 区 
○ 区民や地域団体等が地域福祉活動を行っていくために必要な情報

を積極的に提供していきます。 

◆ 区民 

○ 福祉教育の機会に積極的に参加し、地域の福祉に対する理解と関心

を深めるとともに、地域福祉の担い手として、地域の課題を解決す

る行動力を養います。 

◆ 地域団体 
○ 活動を通じて、区民の福祉意識の啓発や体験を通じた学習機会の提

供を進めます。 

◆ 福祉施設 

（事業者） 

○ 施設の地域開放など、区民が福祉を身近に感じられる機会を積極的

につくります。 

○ 地域のボランティアや小・中学生等の体験学習等の受け入れを促進

し、体験を通じた学習機会を提供します。 

◆ 社会福祉協議会 

○ 学校との連携を強化し、小学校から高校まで、学校における福祉教

育を推進します。 

○ 各種講座や体験プログラムの開催等を通じて、区民の福祉に対する

理解と関心を高めます。 

１ 

２ 
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３ 地域福祉の担い手を育成・支援する 
 

民生委員・児童委員やボランティアセンターの登録者などが十分に活動できるように、

地域全体で支援します。また、町会・自治会などの小地域で福祉活動を担う人材を育成・

支援します。 
 

 

 

＜活動事例 手話・音訳・点訳等の講習事業＞ 

障害者に対するボランティア活動では、さまざま

な技術を身に付けることが活動への第一歩です。聴

覚障害者とのコミュニケーション手段としての手話、

視覚障害者には録音テープを作成することや文字を

点字に変換して情報提供をするなど、その技術を習

得しないとできない活動があります。ボランティア

センターでは、その技術を学ぶための講習会を毎年

開催しています。 

◆ 社会福祉 

協議会 

○ 地域の関係機関・団体等との連携･協働により、福祉教育プラットフォー

ムの形成を推進します。 

◆ 区 

○ 区立学校の教育プログラムにおいて、社会福祉協議会などと連携して、

福祉教育を推進します。 

○ 福祉教育プラットフォームの形成を支援します。 

◆ 区民 
○ 自らの知識や経験を活かして、できることから地域福祉活動に取り組みます。 

○ 民生委員・児童委員について理解を深め、その活動に協力します。 

◆ 地域団体 
○ イベントや講座、地域の行事の開催などの活動を通じて、地域福祉の担

い手となる区民を発掘し、活動につないでいきます。 

◆ 福祉施設 

（事業者） 

○ 事業や活動へのボランティア受け入れなどを通じて、ボランティア等の

地域福祉人材を発掘・育成します。 

◆ 社会福祉 

協議会 

○ 各種講習講座等の開催を通じて、幅広い世代のボランティア確保・育成

を推進します。 

○ 学校と連携して、次代の地域福祉の担い手となる生徒・学生のボランテ

ィア活動を促進します。 

○ 小地域福祉活動に取り組むグループを育成します。 

○ 小地域福祉活動を実践する人の中から、その活動の核となる小地域福祉

活動のリーダーを育成します。 

◆ 区 
○ 民生委員・児童委員に関する支援やＰＲを行うとともに、社会福祉協議

会をはじめとする地域団体の事業・活動を支援します。 

３ 

手話講習会 
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４ 地域活動を活性化する 
 

地域活動に多くの区民が参加するよう、地域全体で推進していきます。 
 

 

◆ 区民 

○ 町会・自治会活動など、地縁型の活動への理解を深め、積極的に参加

します。 

○ ボランティアやＮＰＯ等が行う地域活動に協力・参加します。 

○ 活動の場の提供、募金や寄付等により、地域活動を支援します。 

◆ 町会・自治会

等、地域団体 

○ 地域の住民に町会・自治会の意義を伝え、加入を促進し、自治活動の

強化に取り組みます。 

○ 町会に属している住民とマンション等の自治会に属している住民間

の交流や情報交換を推進します。 

○ さまざまな地域活動を主体的に実践・推進します。 

○ 地域団体間や福祉施設等の関係機関との交流や連携を促進します。 

◆ 福祉施設 

（事業者） 

○ 施設の専門性を活かして、地域活動に取り組みます。 

○ 活動の場の提供や施設備品の貸し出しなどにより、地域活動を支援し

ます。 

◆ 社会福祉 

協議会 

○ ボランティアのコーディネート機能を充実し、住民活動やボランティ

ア活動を促進します。 

○ 地域団体、福祉施設等が交流や連携できる機会をつくります。 

○ それぞれの地域の実情にあった活動プログラムの提案や、活動の場の

提供等を通じて、地域福祉活動を支援します。 

◆ 区 ○ 地域活動に多くの区民が参加するよう支援・促進事業を推進します。 

４ 
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 基本目標４ 区民が地域で支えあい・助けあうしくみ

を確立する 
 

 

 

１ 日ごろからの地域のつながりをつくる 
 

あいさつや声かけなど、日常の行いを通じて近隣住民との関係を築き、その輪を広げ

ていくことで、地域とつながりがある人を増やしていきます。 
 

 

 

 

２ 地域における見守り活動を推進する 
 

地域包括支援センターの区域ごとに高齢者みまもり相談室を整備し、その活動内容を

地域住民に周知します。また、町会・自治会などの小地域での地域見守り活動を推進し、

重層的な地域見守りネットワークを構築していきます。 
 

 

◆ 区民 
○ あいさつや声かけを積極的に行って、困ったときに助けあえる隣人

関係を築きます。 

◆ 町会・自治会等 ○ 小地域福祉活動等、地域の実情にあった福祉活動を推進します。 

◆ 福祉施設 

（事業者） 
○ 地域の方々が気軽に集まれるようなイベントを実施します。 

◆ 区、社会福祉 

協議会 
○ 近隣住民がつながりをつくる取り組みを支援します。 

◆ 区民 

○ 手助けや支援を必要とする方を認識した場合は、日常生活の範囲で

見守りを行います。 

○ 異変を感じた場合は、高齢者みまもり相談室やその他の福祉関係施

設に情報提供を行います。 

◆ 福祉施設等 

（事業者） 

○ 区民から情報提供を受けた場合は、高齢者みまもり相談室や区への

橋渡しを行います。 

◆ 区、社会福祉 

協議会 

○ 区は社会福祉協議会と連携を図り、見守りネットワークを構築しま

す。 

１ 

２ 
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３ 地域をつなぐ協働のしくみをつくる 
 

地域で活動しているさまざまな個人、団体が、地域課題の解決にむけて連携・協働し

ていく場（プラットフォーム）づくりを推進していきます。 
 

 

◆ 区民、町会・自治

会、地域団体 

○ 地域における福祉課題解決にむけたプラットフォーム形成の主

体となります。 

◆ 福祉施設（事業者） 
○ プラットフォームの一員となり、専門的な意見、過去の実例など、

地域における課題解決にむけた支援を行います。 

◆ 社会福祉協議会 ○ 地域の課題に応じたプラットフォームの形成を推進します。 

◆ 区 

○ 地域プラザや区民活動センターなど、地域課題を協議する場を整

備します。 

○ 地域の課題に応じたプラットフォームの形成を支援します。 

３ 
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＜活動事例 高齢者みまもり相談室＞ 

墨田区は、平成22年 7月に人口が 25万人を超え、65歳以上の高齢者人口は約 5万 3千人で、

高齢化率も 21％に達しています。単身や高齢者のみで暮らす高齢者は約 3万 4千人で、全体の

64％に上ります。 

高齢者の増加や核家族化の進展に伴い、『老々介護』や『認認介護』という言葉で表現され

るように、高齢者が高齢者を、認知症のある人が認知症の人を介護する状態も起きてきていま

す。また、家族や地域とのつながりが希薄化する中、地域社会から孤立しやすい高齢者も増え

ており、悪徳商法や振り込め詐欺の被害を被ったり、孤立死などの問題も発生しています。 

その一方で、「安心して住み続けられるまちづくり」をめざして、町会・自治会、老人クラ

ブによる見守り活動や、社会福祉協議会による小地域福祉活動・ふれあいサロン活動が区内各

地で展開され、民生委員、介護保険相談員、地域包括支援センター等がさまざまな相談・支援

を行っています。 

このような中、高齢者みまもり相談室を平成 21 年度に文花、22 年度に緑に開設しました。

高齢者みまもり相談室では、高齢者本人や家族、地域からの相談や通報に対応するほか、地域

とのつながりが薄く、何らかの支援が必要でありながら支援の手が届いていない高齢者を発見

し、必要なサービスの提供や関係機関につながるよう支援していきます。 

また、町会・自治会、老人クラブ、小地域福祉活動団体をはじめとする地域組織が行ってい

る見守り・声かけ運動を支援したり、あるいは地域の福祉力の創出にむけて働きかけたりし、

高齢者を支える地域と社会資源を結びつけるネットワークづくりに取り組んでいます。 

 

 
みどり高齢者みまもり相談室と「江東橋四

丁目ふれあい福祉委員」の皆さんと社会福

祉協議会の方との交流 

文花高齢者みまもり相談室が地域住民に

むけて、みまもり講座を開催 
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＜テーマごとのプラットフォーム イメージ図＞ 

高齢者見守りネットワークのプラットフォーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神障害のある人たちへの地域サポートを考えるプラットフォーム 

 

 

子どもの居場所づくりを考えるプラットフォーム 

 

 

高齢者見守りプラットフォーム 

民生委員 

町会・ 

自治会 

小地域福祉 

活動・ふれあい

サロン 
社会福祉 

協議会 

老人 

クラブ 

社会福祉施設

（老人ホーム等） 

高齢者みまもり

相談室 

地域包括支援 

センター 
区（高齢者福祉課） 

精神障害者の地域サポート 

プラットフォーム 

子どもの居場所づくり 

プラットフォーム 

区（保健センター、 

保護課、障害者福祉課） 日中活動支援施設 

作業所等 

グループホーム・ 

ケアホーム 

精神障害者地域 

生活支援センター ハロー 

ワーク 

就労支援 

センター 

民生委員 

ホームヘルプ事業所 

訪問看護ステーション 

医療機関 

社会福祉 

協議会 

学校 

社会福祉 

協議会 

次世代育成支援 

行動計画推進協議会 地域住民・団体 

町会・自治会 

主任児童 

委員 

企業 

保護司 

区（子育て支援総合センター、 

教育委員会、保健センター、児童館） 

ＮＰＯ 

ボランティア団体 
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地域福祉を推進する各主体 

（区、社会福祉協議会、区民、地域団体、福祉施設（事業者）、企業等） 

 

 計画の推進体制 
 

 

１ 計画の周知、理解・共有の推進 
 

区は、計画期間を通して、社会福祉協議会などとともに、各種の会合、事業実施の際

などあらゆる機会を捉えて、計画の周知と計画への理解を得ることに努力します。特に

計画推進の初年度に多くの区民や団体に知っていただくことが大切であることから、平

成 23 年度は、年度の早い時期に、多くの区民・団体に参加を呼びかけて、（仮称）地

域福祉・ボランティアフォーラムを開催し、計画の周知・共有と推進のための意見交流

等を行います。 

 

 

２ 計画の進捗管理と評価 
 

本計画の進捗状況は、墨田区地域福祉計画推進協議会と墨田区地域福祉計画推進本部

において毎年度把握し、評価を行います。 

進捗状況及び評価結果は、ホームページに公表するものとします。地域福祉を推進す

る各主体者は、評価結果を参考にしてそれぞれの翌年度の事業や活動に反映させていく

ものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区地域福祉計画 

 
Ｐｌａｎ 

=計画を 

立てる 

 Ｄｏ 
=実施する 

 Ｃｈｅｃｋ 
=評価する 

 
Ａｃｔｉｏｎ 

=改善・向上 

する 

墨田区地域福祉計画推進協議会 

墨田区地域福祉計画推進本部 

毎年度の進捗状況・ 

評価結果の公表 

１ 

２ 
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 付属資料－体系表  
 

 

基本目標 取り組み項目 目標（平成 32 年度の姿） 取り組み内容 

（１）地域の中で共に生きる意

識を高める 

（ソーシャル・インクルージ

ョンのまちづくり） 

地域の中で共に生き、支えあ
っていこうという意識が地
域に根付き、誰もが疎外・差
別されることなく暮らして
います。 

人それぞれの個性を互いに
尊重し、誰もが地域社会の一
員として共に支えあう意識
を高める各種の啓発や、交
流・支援活動を実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）誰もが移動しやすいまち

をつくる 

（ユニバーサルデザイン

のまちづくり） 

 

誰もが移動しやすい墨田区
内になっています。 

公共施設や民間施設のバリ
アフリー化、ユニバーサルデ
ザイン化を推進するととも
に、移動に困難を抱えている
人に対して積極的に支援を
する地域をつくります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

区民が安心し

て暮らせる福

祉のまちをつ

くる 

（３）要援護者を守る防犯・防

災体制を整備する 

要援護者が犯罪にあわず、災
害時に救助される地域の支
援体制が確立されています。 

高齢者や障害者、子どもなど
の要援護者が犯罪にあわな
いよう、また、災害時に救助
されるように、地域の支援体
制を整備します。 
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各主体が担う役割 
平成 27 年度までの 

到達目標 
主な事業・活動 

◆ 区民：区や地域団体等が実施する啓発
活動やイベントに積極的に参加し、交
流を広げます。 

◆ 地域団体、福祉施設（事業者）：交流
活動を自ら実施するとともに、区や他
の団体・施設・事業者が実施する活動
にも参加します。 

◆ 区、社会福祉協議会：人権意識、共生
意識を高める事業やさまざまな交
流・支援事業を実施していきます。／
区や地域団体等が実施する啓発活動
やイベントに、区民が参加しやすい体
制づくりに努めます。 

◆ 人権啓発事業や障害児・者等
に対する理解を促進する活
動が盛んに行われています。 

◆ 障害者の自主生産品等の常
設の販売コーナーが設置さ
れ、地域との交流が広がって
います。 

◆ 地域の中で共に生き、社会的
自立をめざす意識が高まり、
ソーシャル・インクルージョ
ンの考え方に基づく交流・支
援活動が展開されています。 

◆ 人権の啓発 
◆ 障害や障害者への理解の促

進 
◆ 障害者の自主生産品等の共

同販売 
◆ 障害者の就労支援 
◆ 精神障害者への退院促進支

援 
◆ 障害児の社会参加と家族へ

の支援 
◆ ソーシャル・インクルージ

ョンの考え方の普及・啓発 

◆ 区民：まちで困っている人をみかけた
ら声をかけ・手助けをする、自転車は
自転車置き場に止めるなど、誰もが外
出しやすい環境となるよう、できるこ
とから取り組みます。 

◆ 商店・事業所：店舗等のバリアフリー
整備を行います。整備ができない場合
は、お困りの方に手を貸すなどの行動
を行います。 

◆ 区：道路や交通機関、公共施設、民間施
設のバリアフリー化、ユニバーサルデザ
イン化を推進・支援するとともに、誰も
が暮らしやすい生活環境の整備にむけ
た区民の意識啓発やまちのバリアフリ
ー情報の発信を行っていきます。 

◆ ユニバーサルデザインによ
る対応が、公共施設及び大規
模民間施設で広く進んでい
ます。 

◆ 中小規模の民間施設におい
て、区の助成金制度の活用な
どにより、バリアフリー化対
応の整備が進んでいます。 

◆ まちで移動に困っている人
に積極的に声をかける人や
障害物の除去に配慮する人
の割合が高まっています。 

◆ バリアフリーに関する情報
が広く共有されています。 

◆ 福祉のまちづくり施設整備
への助成 

◆ バリアフリーマップの作
成・運営 

◆ 公共サインの整備 
◆ 道路のバリアフリー整備 
◆ 公園等の公衆トイレの整備 
◆ 公園出入口のバリアフリー 
◆ 歩道の新設・拡幅 
◆ 心のバリアフリーの普及・

啓発と実践 

◆ 区民：町会・自治会で実施している防
犯・防災活動に参加します。／日ごろ
の取り組みの中から、地域の高齢者や
障害者、子どもなどの要援護者の把握
に努め、犯罪の抑制にむけた取り組み
を実施するとともに、災害時には救助
等の支援を行います。 

◆ 町会・自治会等：防災訓練や防犯パト
ロールを実施し、地域住民の参加を促
します。／災害時要援護者サポート隊
の結成・活動に努めます。／住民が参
加しやすい体制づくりに努めます。 

◆ 区：災害時要援護者支援体制の整備
や、高齢者や障害者、子どもなどが犯
罪にあわないための支援体制を整備
します。 

◆ 日ごろの取り組みを通じて、
要援護者が犯罪や災害の被
害にあわないように行動し
ていく意識が地域で高まっ
ています。 

◆ 災害時に要援護者を救助で
きるように、「墨田区災害時
要援護者総合支援プラン」に
基づく支援体制が整備され、
多くの人に周知されていま
す。 

 

◆ 防犯パトロール用品の配布 
◆ 地域安全マップの作成 
◆ 要援護者への災害時支援体

制の整備 
◆ 災害時要援護者サポート隊

の結成・活動支援 
◆ 災害ボランティア活動体制

の整備 
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基本目標 取り組み項目 目標（平成 32 年度の姿） 取り組み内容 

（１）地域の相談支援体制を充

実する 

身近な窓口でさまざまな問

題に関する相談が気軽にで

きるようになっており、ま

た、迅速に対応・解決できる

体制が確立されています。 

さまざまな地域の問題につ

いて、誰もが利用しやすい相

談体制と問題に迅速に対

応・解決するシステムの整備

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

区民が安心し

て利用できる

福祉サービス

を提供する 

（２）支援が必要な人の権利を

守る 

福祉サービスを必要とする

区民の権利が守られ、適切な

サービスを利用して地域で

安心して暮らしています。 

福祉サービスを必要とする

区民の権利を守ります。ま

た、適切にサービスが利用で

きる支援体制を整備します。 
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各主体が担う役割 
平成 27 年度までの 

到達目標 
主な事業・活動 

◆ 区民：問題について、どこへ、誰に

相談すればよいか、地域の相談窓口

や民生委員・児童委員について理解

を深めます。 

◆ 民生委員・児童委員：地域の相談支

援機関や民生委員・児童委員等の活

動を周知します。／地域で支援を必

要としている人を相談支援機関に速

やかにつなぎます。 

◆ 福祉施設（事業者）、社会福祉協議

会：相談機関における相談機能の充

実を図ります。／地域の関係機関間

の連携や職員の資質向上を図り、多

様な地域の課題に迅速に対応・解決

にあたります。 

◆ 区：区民が利用しやすい、総合的な

福祉相談窓口体制を整備します。 

◆ 区、社会福祉協議会をはじめ

とする各相談機関間の連携が

強化されています。 

◆ 区民が利用しやすい、総合的

な福祉相談窓口体制が検討さ

れ、整備が進められています。 

◆ 区内の相談機関相互の連携

強化 

◆ 地域包括支援センター 

◆ 高齢者みまもり相談室 

◆ 子育て支援総合センター 

◆ 精神保健相談（こころの健

康相談） 

◆ 区民：認知症高齢者や知的障害、精

神障害などにより判断能力が不十分

な人の権利を守る、成年後見制度に

ついての理解を深めます。 

◆ 民生委員・児童委員、福祉施設（事

業者）：判断能力が不十分な人を必

要な支援につなぎます。 

◆ 社会福祉協議会：福祉サービスの利

用支援「地域福祉権利擁護事業」や

身体・知的・精神の障害により、自

分で財産の保全が困難である方など

の「財産保全サービス」、「成年後

見制度利用支援事業」、福祉サービ

ス利用に関する「苦情対応」などの

支援を総合的・一体的に行います。 

◆ 区：区民の権利が守られるよう、適

切な政策を立て、各主体者の活動の

支援等に努めます。 

◆ 判断能力が不十分な人の権利

擁護事業や成年後見制度につ

いて、多くの区民が理解し、

必要な人が利用しています。 

◆ 社会貢献型後見人（市民後見

人）が育成され、活動してい

ます。 

◆ 社会福祉協議会（すみだ福祉

サービス権利擁護センター）

が実施している苦情相談、苦

情調整委員会が、よく知られ、

適切に利用されています。 

◆ 高齢者・障害者・児童におけ

る虐待防止ネットワークの機

能強化により、虐待防止・早

期発見・当事者の支援等に迅

速な対応が行われ、高齢者・

障害者・児童の権利が擁護さ

れています。 

◆ 成年後見制度の利用支援 

◆ 社会貢献型後見人の育成・

支援 

◆ 権利擁護相談 

◆ 地域福祉権利擁護事業 

◆ 福祉サービスに関する苦情

受付 

◆ 精神障害者への退院促進支

援（再掲） 

◆ 高齢者に対する虐待防止 

◆ 障害者に対する虐待防止 

◆ 児童に対する虐待防止 
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基本目標 取り組み項目 目標（平成 32 年度の姿） 取り組み内容 

（３）福祉サービスの量と質を

確保する 

福祉サービスの利用者がサ

ービスを適切に選択し、利用

しています。 

福祉サービスの利用者がサ

ービスを適切に選択できる

よう、サービスの質と量を確

保し、適切に選択・利用でき

るようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

区民が安心し

て利用できる

福祉サービス

を提供する 

（４）生活に困難を抱えている

人の自立を支援する 

貧困により日常生活に支障

をきたすことがなく、誰もが

自立した生活を送り、また、

自立をめざして前向きに暮

らしています。 

地域のあらゆる社会資源を

活用し、生活困窮者を支援し

ます。 
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各主体が担う役割 
平成 27 年度までの 

到達目標 
主な事業・活動 

◆ 区民：地域の課題を解決するための活

動に協力・参加します。 

◆ 地域団体：得意分野を活かし、区との

協働のもと、地域のニーズや課題に対

応した活動・サービス提供を推進しま

す。 

◆ 福祉施設（事業者）：専門性を発揮し

て、質の高い福祉サービス事業を提供

します。／区との協働のもと、地域の

ニーズや課題に対応した活動・サービ

ス提供を推進します。／サービスの担

い手の研修や活動・サービスに対する

評価を通じて、活動・サービスの質の

確保に取り組みます。 

◆ 社会福祉協議会：地域のニーズや課題

に対し、住民参加によるサービス提供

を推進します。／地域の課題を解決す

るために必要な新たな活動やサービ

スの研究・開発に取り組みます。 

◆ 区：福祉サービスが適切に選択・利用

できるように、サービスの質と量の確

保及び適切に選択できるシステムの

整備に努めます。 

◆ 福祉サービス事業者が、福祉

サービス第三者評価制度等

の外部評価を受けています。 

◆ 第三者機関による評価制度

がよく知られており、サービ

スの選択に適切に利用され

ています。 

◆ すみだハート・ライン 21 

◆ ミニサポート事業 

◆ ファミリー・サポート・セ

ンター 

◆ 福祉サービス第三者評価制

度の推進 

◆ 区民：区民一人ひとりが、自立した生

活を継続できるよう努力するととも

に、家族や近隣の人々を見守り・支援

し、お互いに助けあって生活していき

ます。 

◆ 地域団体、福祉施設（事業者）：生活

困窮者が自立した地域生活に戻れる

よう、もしくは続けられるよう支援し

ます。 

◆ 区、社会福祉協議会：生活に困窮して

いる区民への生活相談を実施し、生活

保護や貸付等、必要とする支援を実施

していきます。 

◆ 地域団体等と区との連携・協

働のもと、生活保護受給者が

地域の一員として充実した

生活を送ることをめざす、社

会生活の自立支援の充実が

図られています。 

◆ ホームレスや経済的に困窮

している人が、孤立すること

なく生活をしています。 

◆ 療養資金・高額療養費の貸付 

◆ 私立高等学校等入学資金の

貸付 

◆ 生活保護受給者等就労支援

事業活用プログラム・就労

支援相談員活用プログラム 

◆ 被保護世帯の高校進学等支

援プログラム 

◆元ホームレス被保護者自立

支援プログラム 

◆ 母子自立支援プログラム 

◆ 生活福祉資金貸付事業 
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基本目標 取り組み項目 目標（平成 32 年度の姿） 取り組み内容 

（１）福祉の施策や活動に関す

る情報を伝える 

誰もが地域福祉に関する施

策や活動についての情報を、

必要に応じて得ることがで

きるようになっています。ま

た、知ってもらいたい人に情

報が伝わっています。 

地域福祉に関する施策や活

動についての情報が、その情

報を必要とする人や、それを

知れば活動に参加したいと

考えている人に届くよう、各

主体が多様な手段で伝達に

努めます。 

 

 

 

 

 

３ 

区民の積極的

な地域活動を

進める 

（２）地域福祉に関する学びあ

いを推進する 

 

地域福祉への理解と関心が

各世代において高まってお

り、ボランティア活動などに

参加する人が多くなってい

ます。 

地域、企業、社会福祉協議会、

教育委員会などの各主体が

連携を図り、子どもから高齢

者までの各世代において、さ

まざまなテーマで福祉教育

を推進し、区民の地域福祉へ

の理解・関心とボランティア

活動などへの参加を促進し

ていきます。 
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各主体が担う役割 
平成 27 年度までの 

到達目標 
主な事業・活動 

◆ 区民：地域福祉に関する施策や活動に

ついての情報を積極的に入手し、地域

福祉についての理解を深めます。 

◆ 地域団体、福祉施設（事業者）、社会

福祉協議会：自身がもつ情報発信手段

を活用して、地域福祉に関する施策や

地域活動についての周知活動を推進

します。 

◆ 区：区民や地域団体等が地域福祉活動

を行っていくために必要な情報を積

極的に提供していきます。 

◆必要な人や知ってもらいた

い人に、地域福祉に関する施

策や活動の情報が概ね周知

されています。 

◆ 区の施策情報の発信 

◆ 社会福祉協議会の活動情報

の発信 

◆ 民生委員・児童委員活動の

発信 

◆ （仮称）地域福祉・ボラン

ティアフォーラムの開催 

◆ 地域福祉に関する情報の発

信 

◆ 「すみだ・ボランティアの

日」の啓発 

 

◆ 区民：福祉教育の機会に積極的に参加

し、地域の福祉に対する理解と関心を

深めるとともに、地域福祉の担い手と

して、地域の課題を解決する行動力を

養います。 

◆ 地域団体：活動を通じて、区民の福祉

意識の啓発や体験を通じた学習機会

の提供を進めます。 

◆ 福祉施設（事業者）：施設の地域開放

など、区民が福祉を身近に感じられる

機会を積極的につくります。／地域の

ボランティアや小・中学生等の体験学

習等の受け入れを促進し、体験を通じ

た学習機会を提供します。 

◆ 社会福祉協議会：学校との連携を強化

し、小学校から高校まで、学校におけ

る福祉教育を推進します。／各種講座

や体験プログラムの開催等を通じて、

区民の福祉に対する理解と関心を高

めます。／地域の関係機関・団体等と

の連携･協働により、福祉教育プラッ

トフォームの形成を推進します。 

◆ 区：区立学校の教育プログラムにおい

て、社会福祉協議会などと連携して、

福祉教育を推進します。／福祉教育プ

ラットフォームの形成を支援します。 

◆ 地域福祉への関心が各世代

を通じて高まっています。 

◆ 身近な福祉課題について、関

係する区民や機関が集まり、

解決にむけて取り組むこと

により、区民同士が学びあ

い、地域福祉の担い手として

成長していける場（福祉教育

プラットフォーム）が設けら

れています。 

◆ 各世代を通じた段階的、継続

的な福祉教育プログラム体

系の構築により、年齢層や経

験に応じて、多様な福祉教育

が受けられるようになって

います。 

◆ 小・中・高等学校での「福

祉教育」プログラムの実施 

◆ 小・中・高等学校での「ボ

ランティア協力校」の推進 

◆ 小地域福祉活動への区民の

理解促進 

◆ ボランティア育成プログラ

ムの充実 

◆ 課題別プラットフォームの

形成促進 
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基本目標 取り組み項目 目標（平成 32 年度の姿） 取り組み内容 

３ 

区民の積極的

な地域活動を

進める 

（３）地域福祉の担い手を育

成・支援する 

地域福祉活動に継続的に携

わる人が地域に豊富にいま

す。 

民生委員・児童委員やボラン

ティアセンターの登録者な

どが十分に活動できるよう

に、地域全体で支援します。

また、町会・自治会などの小

地域で福祉活動を担う人材

を育成・支援します。 
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各主体が担う役割 
平成 27 年度までの 

到達目標 
主な事業・活動 

◆ 区民：自らの知識や経験を活かして、

できることから地域福祉活動に取り組

みます。／民生委員・児童委員につい

て理解を深め、その活動に協力します。 

◆ 地域団体：イベントや講座、地域の行

事の開催などの活動を通じて、地域福

祉の担い手となる区民を発掘し、活動

につないでいきます。 

◆ 福祉施設（事業者）：事業や活動への

ボランティア受け入れなどを通じて、

ボランティア等の地域福祉人材を発

掘・育成します。 

◆ 社会福祉協議会：各種講習講座等の開

催を通じて、幅広い世代のボランティ

ア確保・育成を推進します。／学校と

連携して、次代の地域福祉の担い手と

なる生徒・学生のボランティア活動を

促進します。／小地域福祉活動に取り

組むグループを育成します。／小地域

福祉活動を実践する人の中から、その

活動の核となる小地域福祉活動のリー

ダーを育成します。 

◆ 区：民生委員・児童委員に関する支援

やＰＲを行うとともに、社会福祉協議

会をはじめとする地域団体の事業・活

動を支援します。 

◆ 地域における民生委員・児童

委員の存在意義や重要性が広

く周知されています。 

◆ ボランティア活動の参加促進

が図られ、地域福祉の担い手

が増えています。 

◆ 地域で福祉活動を担う人など

地域福祉の推進役となる地域

福祉活動コーディネーターが

育成され、地域で活躍してい

ます。 

◆ 民生委員・児童委員活動

の支援 

◆ ファミリー・サポート・

センター（再掲） 

◆ 子育てサポーターの育成 

◆ 学校内のコーディネータ

ーの養成 

◆ ボランティア育成プログ

ラムの充実（再掲） 

◆ シニア世代のボランティ

ア活動の参加促進 

◆ コミュニティワーカーの

配置 

◆ 地域福祉活動コーディネ

ーターの発掘・育成 
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基本目標 取り組み項目 目標（平成 32 年度の姿） 取り組み内容 

３ 

区民の積極的

な地域活動を

進める 

（４）地域活動を活性化する より多くの区民が地域活動

に参加し、地域で活躍してい

ます。 

地域活動に多くの区民が参

加するよう、地域全体で推進

していきます。 
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各主体が担う役割 
平成 27 年度までの 

到達目標 
主な事業・活動 

◆ 区民：町会・自治会活動など、地縁型

の活動への理解を深め、積極的に参加

します。／ボランティアやＮＰＯ等が

行う地域活動に協力・参加します。／

活動の場の提供、募金や寄付等により、

地域活動を支援します。 

◆ 町会・自治会等、地域団体：地域の住

民に町会・自治会の意義を伝え、加入

を促進し、自治活動の強化に取り組み

ます。／町会に属している住民とマン

ション等の自治会に属している住民間

の交流や情報交換を推進します。／さ

まざまな地域活動を主体的に実践・推

進します。／地域団体間や福祉施設等

の関係機関との交流や連携を促進しま

す。 

◆ 福祉施設（事業者）：施設の専門性を

活かして、地域活動に取り組みます。

／活動の場の提供や施設備品の貸し出

しなどにより、地域活動を支援します。 

◆ 社会福祉協議会：ボランティアのコー

ディネート機能を充実し、住民活動や

ボランティア活動を促進します。／地

域団体、福祉施設等が交流や連携でき

る機会をつくります。／それぞれの地

域の実情にあった活動プログラムの提

案や、活動の場の提供等を通じて、地

域福祉活動を支援します。 

◆ 区：地域活動に多くの区民が参加する

よう支援・促進事業を推進します。 

◆ 町会・自治会活動に参加して

いる人が多くなっています。 

◆ 地区ごとに町会とマンション

などの集合住宅との交流・相

互支援が進んでいます。 

◆ お祭りなどの地域イベントや

地域の防火・防犯活動などの

活動が活発になっています。 

◆ 町会・自治会活動の支援 

◆ 町会・自治会における地

域福祉活動の推進 

◆ ボランティア活動に対す

る支援 

◆ ＮＰＯ活動の支援 

◆ 区民活動センター（仮称）

の整備 

◆ 企業のボランティア活動

の参加促進 

◆ 介護支援ボランティアポ

イント制度 

◆ 魅力ある公園花壇づくり 
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基本目標 取り組み項目 目標（平成 32 年度の姿） 取り組み内容 

（１）日ごろからの地域のつな

がりをつくる 

困ったときに相談したり助

けてくれる人が地域にいる

ような、縁のある社会を取り

戻しています。 

あいさつや声かけなど、日常

の行いを通じて近隣住民と

の関係を築き、その輪を広げ

ていくことで、地域とつなが

りがある人を増やしていき

ます。 

 

 

 

 

 

（２）地域における見守り活動

を推進する 

区内の全地域で、高齢者や子

どもなどの要援護者などに

対する見守りネットワーク

が構築され、地域で孤立して

いる人や家庭がいなくなっ

ています。 

地域包括支援センターの区

域ごとに高齢者みまもり相

談室を整備し、その活動内容

を地域住民に周知します。ま

た、町会・自治会などの小地

域での地域見守り活動を推

進し、重層的な地域見守りネ

ットワークを構築していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

区民が地域で

支 え あ い ・ 助

けあうしくみを

確立する 

（３）地域をつなぐ協働のしくみ

をつくる 

地域課題に応じて関係者・機

関が集まり、話しあいながら

連携・協働していく場（プラ

ットフォーム）が形成され、

課題解決にむけた活動をし

ています。 

地域で活動しているさまざ

まな個人、団体が、地域課題

の解決にむけて連携・協働し

ていく場（プラットフォー

ム）づくりを推進していきま

す。 
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各主体が担う役割 
平成 27 年度までの 

到達目標 
主な事業・活動 

◆ 区民：あいさつや声かけを積極的に行

って、困ったときに助けあえる隣人関

係を築きます。 

◆ 町会・自治会等：小地域福祉活動等、

地域の実情にあった福祉活動を推進

します。 

◆ 福祉施設（事業者）：地域の方々が気

軽に集まれるようなイベントを実施

します。 

◆ 区、社会福祉協議会：近隣住民がつな

がりをつくる取り組みを支援します。 

◆ 地域においてあいさつや声か

けが、より広く、頻繁に行わ

れるようになっています。 

◆ 小地域福祉活動がより多くの

地域に広がっています。 

◆ 新しい住民と従来からの住民

の交流が進んでいます。 

◆ 学校や児童館など地域の身近

な施設を中心にした小地域の

交流が進んでいます。 

◆ 「すみだ やさしいまち

宣言」の推進 

◆ ふれあいサロン 

◆ おもちゃサロン 

◆ 小地域福祉活動推進地区

の拡大 

◆ 小地域福祉活動の実施マ

ニュアルの活用 

◆ 区民：手助けや支援を必要とする方を

認識した場合は、日常生活の範囲で見

守りを行います。／異変を感じた場合

は、高齢者みまもり相談室やその他の

福祉関係施設に情報提供を行います。 

◆ 福祉施設（事業者）：区民から情報提

供を受けた場合は、高齢者みまもり相

談室や区への橋渡しを行います。 

◆ 区、社会福祉協議会：区は社会福祉協

議会と、見守りネットワークを構築し

ます。 

◆ 地域包括支援センターの区域

ごとに、高齢者みまもり相談

室が整備されています。 

◆ ふれあいサロン活動や小地域

福祉活動が、多くの地区で行

われています。 

◆ 高齢者みまもり相談室や子育

て支援総合センターと小地域

福祉活動などの地域活動との

連携により、全区的に地域の

見守りネットワークが整備さ

れています。 

◆ 区民の見守り意識が高まって

います。 

◆ 高齢者みまもり相談室（再

掲） 

◆ 子育て支援総合センター

（再掲） 

◆ 要保護児童対策地域協議

会の機能強化 

◆ 閉じこもり・うつの予防 

◆ ふれあいサロン（再掲） 

◆ ミニ・デイサービス 

◆ 会食 

◆ 多様な小地域福祉活動の

展開 

◆ 小地域福祉活動間のネッ

トワークづくり 

◆ 障害児の社会参加と家族

への支援（再掲） 

◆ 区民、町会・自治会、地域団体：地域

における福祉課題解決にむけたプラ

ットフォーム形成の主体となります。 

◆ 福祉施設（事業者）：プラットフォー

ムの一員となり、専門的な意見、過去

の実例など、地域における課題解決に

むけた支援を行います。 

◆ 社会福祉協議会：地域の課題に応じた

プラットフォームの形成を推進しま

す。 

◆ 区：地域プラザや区民活動センターな

ど、地域課題を協議する場を整備しま

す。／地域の課題に応じたプラットフ

ォームの形成を支援します。 

◆ 協議の場の整備が進んでいま

す。 

◆ 地域の課題に応じたプラット

フォームの形成が進められて

います。 

◆ 協治（ガバナンス）の推進 

◆ 地域プラザ・地域ふれあい

館の整備 

◆ 区民活動センター（仮称）

の整備（再掲） 

◆ 課題別プラットフォーム

の形成促進（再掲） 
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